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重信吋簡易水道施設整備計画図
重信町では、拝志地区の集落排水事業、北吉井・南吉井地区の公

共下水道事業!こ合わせ、水道施設の改良・老朽管の布設替え及び水
圧不足箇所の増径を計画Lています。

現在、拝志地区(上村・下林下)の改良工事を施工しておりますが、

工事中は、断水等のご迷惑をおかけしますが\

ご協力をお願いします。

なお、現在の重信町の水道状況は下表の

とおりです。

事業名 | 管理主体

1 )::J 北吉井簡易水道 |重信町

重信町

配水方法| 浄水方法 |水源地名
E 北吉井第一

4レ士件笛ー配水池方式 l 急速ろ過方式ト_. .... 一一

ポンプ圧送

3淵 回窪外分簡易水道|重信町 l::立川市 山|ポンプ圧送|急速ろ過方式 井口

牛決l上樋簡易水道|重信町 Kiムιs凶""ι~、」 ロ台。 |ポンプ圧送| 急速ろ過方式商吉井簡水
一部滅菌方式から送水

ポンプ圧送 滅菌方式 工業団地

@ 績河原簡易水道 被河原水道組合
~.周 Jペヨ 同文

配水池方式 滅菌方式
償河原第一

樋口の一部 横河原第一

⑦ 新村簡易水道 新村水道組合
新村

ポンプ圧送 滅菌方式 新村
野田3丁目

上林
@I 拝志簡易水道 |重信町 |下林 |配水池方式 |緩速ろ過方it 下林

一部滅菌方式 上村

浅井戸

浅井戸

浅井戸
浅井戸

浅井戸

表流水
浅井戸

浅井戸

※ .印は水源地

同 . .A.，'''.司

、，ム
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• 棒鋼aC4
水道に関する、質問・疑問をまとめてみました。

その他、質問・疑問がございましたら、重信町水道課までおたずね下さい。

雨が降ると水道水が濁ることがあ
ります。どうしてですか?

重信町は、 ほとんどの水を重信川添い

の浅井戸から取水しているだめ、 ー定以 E
上の濁質が流入すると、 j手水処理が難し

くなる定めです。 しかし、滅菌消毒をして

いるのな衛生面では心配ありません。

今後、 改良していく予定ですので、 し

ばらくお待ち下さい。

水道料金は他市町村と比べて安いと
思います力えずっとこのままですか?

水道料金には、 合後永久的 lこ水を送り

続ける為の経費も含みます。

現在、 料金の見直し中です。 安全豊富

な水道水の安定供給の定め、 ご理解とご

協力をお願いします。

たびたび断水になるのはどうして
ですか?

重信町|こ水道が出来て 30年ガ経過し、

水道管ガ、老朽化しております。 ちょっと

し定衝撃や寒暖の差万、原因で漏水となり

断水を起こします。

令後、 耐震型の水道管|こ取り替える工

事を計画し、 実施していきます。

水質検査はいつ、どういう形で行 E
っていますか?

水道水は、 毎日 24時間送り続けてお

りますので、 水質検査は休日を含む毎日

行っています。 検査は、 毎日行う濁度・

色度・残留塩素検査と 1 ヶ月|こ 1 回行う大

腸菌・一般細菌等10項目検査と 1年に 1 回

行う水質基準46項目検査か、あります。

この中 lこは、 鉄分・マンガン ・ヒ素・鉛・

水銀等の測定かあります。 ま左、 井戸を

使用している万は、年1 回上記の10項目

検査を受けることをおすすめします。

拝志地区で今後、計画している潜
水方法を「膜ろ過方式j に変更する
そうですがこの、「膜ろ過方式J っ
て何ですか?

「膜ろ過方式JI呂 、 浄水万法の一つで、 従

来の急速ろ過や緩速ろ過方法に比べ、 工事

費が割高ですな操作が簡単で専門知識が

無くても 、 安全な水道水が作れる万法で弘

家庭の浄水器|こも一部取り入れられて

いる万法で、 薬品等の処理刀、簡単です。

お願い
近年の生活水準の向上|こより 、 水道水が大幅lこ需要増となっております。 このまま増え続けると、 自己水源、定
けでは間に合わなくなります。 1 ヶ月の使用量は、 平均約25ni~30niです。 (4人家族) 水は限りある資源です。 節

水に心がけ、 安価な水の供給|こご協力下さい。

ま芝、水道の需要lこ比例して水源の水質ガ悪化しております。合後は、「災害|こ強い、 24時間安心して飲めるお
いしい水」を供給する定め!こ水源開発・淳水場整備及び老柘水道管の整備を行って参りますので、 ご協力をお願い

します。

まだ、 水道未普及地域の解消のだめ、 事業を進めて参りますので、ご意見をお聞かせ下さい。
役場水道課冨964-2001側内331

3 広報しげのぶ 11月号



(9月末現在)
状況の公表に関する条例に基づき
状況を公表します。

商工費
支出済額 1 6，704千円 予算現額 26，242千円

災害復旧費
支出演額 0千円 予算現額 8， 1 1 5千円

予備費
支出済額 0千円 予算現額 2，000千円

歳出
仁二コ支出済額
亡コ予算現額

町民が負担する税
税額

農林水産業費

税等の収納状況
(単位千円)

1 ，950，425 ，000円

I人当たり(人口22，690人)

85 ，960円

l世帯当たり (8 ， 145世帯)

239，463円

予算額 収入済額

町民税 950,237 449,830 
固定資産税 822,932 496,102 
軽自動車税 32.484 32,329 
町たばこ税 144.762 57.333 
特別土地保有税 10 398 
国保税 414,781 145 ,460 
集排使用料 3,870 1,567 
墓地使用料 25;000 21 ,750 

特別 ム
一A
計予算執行状況 (単位:千円)

総務費

町税の内訳

ρ:z:;; 、 計 名 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

老 人 保 健 2,443 ,649 1,012,267 41.4 % 1,079 ,302 45.0 % 

国 民 健 康 保 険 1,510,115 632,427 41.9 571 ,563 37.8 

農業集落 排水 事業 1,054,179 32,034 4.9 139,748 13.3 

町 片局足. 墓 地 51 ,612 33 ,897 65.7 25 ,355 49.1 

重信町水道事業会計・予算執行状況 (単位・千円)

区 分 収入予算額 収入済額 収入割合 支出予算額 支出済額 支出割合

収 益 216,958 105,779 48.8 % 216 ,944 72,678 33.5 % 

資 本 587 ,563 8,429 1.4 644,107 33 ,101 5.1 

地方債現在高 293 ，066千円

4 



平成 11 年度
地方自治法および重信町財政
平成 11 年度(4-"9月)の財政

国庫支出金

地方消費税交付金
収入済額 110，043千円
予算現額 160 ，000千円

分担金及負担金
収入済額 73，039千円
予算現額 181 ，832千円

諸収入収入済額 29，248千円
予算現額 126，029千円

財産収入収入済額 5，738千円
予算現額 88 ，290千円

その他収入済額 160，566千円
予算現額 367，982千円

歳入
仁コ収入済額
仁二コ予算現額

町債

地 方債 の 現在 吉
岡

(単位:千円)

起~債~区~分~借~入~先-区分 資金運用部 年 金 簡易保険 公金営融企公庫業 共市済町組村合 市中銀行 振市興町協村会 計

一 般公共事業 416,1 15 416,115 

一 般単独事業 1,793,343 1,234,722 348,142 16,248 293 ,119 241 ,345 3,926,919 

公営住宅建設事業 123,523 176,640 15,114 25 ,000 340,277 

義務教育施設整備事業 183,697 141.362 325 ,059 

公共用地先行取得事業 48 ,148 48 ,148 

災害復旧事業 23.994 23 ,994 

一般廃棄物処理事業 556.600 556,600 

厚生福祉施設整備事業 65 ,102 65 ,102 

地域改善対策特定事業 227.382 227 ,382 

減収補てん債 19,400 19,400 

財源対策債 24,073 73,302 16,179 32.600 8,300 154,454 

臨時財政特例債 173 ,337 173,337 

公共事業等臨時特例債 26,757 26,757 

減税補てん債 571 ,099 571 ,099 

調 整 債 2,717 2,717 

上水道事業 17.900 18,300 36,200 

臨時税収補てん債 122,100 122,100 

l口b、 計 3.522.340 695 ,004 1,611 ,238 414,156 16 ,248 535 ,329 241 ,345 7,035 ,660 

5 広報しげのJ3i 1 1月号



r 

シリーズ
介護保険制度⑥

ここが知りたい介護保険 (保険料)
サービスの提供開始まで5ヶ月となっ芝介護保

険制度口この制度をより理解してい左だく定め、
役場介護保険係では、説明会を各地区で開催して

います。

舎回は、説明会で多<出ている保険料に関する

質問とそれに対する回答を掲載い左します。

地区説明会の様子(田窪)

~'~ 第 1 号被保険者(65館以よ)の保験料は、毎年変わりますか?
怯今夕 また、金額は全員間じですか?

ー τ 可i 第1号被保険者の保険料は、市町村ごとにまず基準額ガ、決められます。保険料基準額は、 3年間のサ
.ム/ ービス給付|こ要する費用を見込み、それ|こ基づいて設定されますので、 3年ごと!こ変わることが見込

まれます。

定吉し、実際の保険料は、その基準額|こ基づいて住民税の課税状況!こよって賦課されますので、 3年間固定
ということではなく課税状況(世帯員の課税状況も含む)が変わり、該当する保険料の匝階が変わればこれc
伴い保険料も変わる場合があります。

し左ガ、って第1呈被保険者の保険料は、全員が同じ額|こなるというわけではなく、ご夫婦でも違う場合刀、あ

ります。

保険料の算定に関する基準

段階 対 象 者 保険料の設定万法|
-生活保護受給者等

第1段階
-住民税世帯非課税かつ老齢福祉年金受給者

基準額XO . 5

第2段階 -住民税世帯非課税等 基準額XO.75

第3段階 -住民税本人非課税等 基準額X1 . 0

第4段階 -住民税本人課税等(被保険者本人の合計所得金額が250万円未満) 基準額 X1.25

第5段階 -住民税本人課税(被保険者本人の合計所得金額ガ250万円以上) 基準額 X 1.5 

1-4-対 第 1 号線保険者(65歳以 の い引
作:2X jIラ ~ ;:)} 保険料を納め怠かった§どう怒りますか?
経る示。 保険料はいつ決まりますか? 匂ムヘ

保険料算定において一番重要な国の

介護報酬の単価ガ決まっていまぜん。

この決定は、来年1月頃の予定です。保険料

(基準額)ガ最終的 lこ決定するのは、来年3月

となります。

ι込み入 夫婦二人とも第2号被保隙者(64
う乙とが 歳以下)ですが、保険料lま2人分
ー - 医療保険からきiかれますか?

奥さんがご主人の扶養家族となって

いる場合は、ご王人の加入している医

療保険から、奥さんの介護保険料も現在の医

療保険料によ乗せし定形で納めていEだきま
す。実際の保険料は給料月額|こよって決まっ

てきますので、単純|こ2倍ということではあ

りまぜん。

第 1号被保険者が保険料を滞納して時刻|こなつ

だ場合、滞納していだ期間 lこ応じ定期間中、

本来はサービスを受けるだめにかかっ左費用の9割であ

る保険給付ガ7割 lこなります。つまり、 自己負担が1割か

ら3割となるわけです。

督促|こよっても納付がされない場合は、サービスを受

ける定め!こかかっ疋費用を一旦全額自己負担し、毎回役

場|こ申請しなければ保険給付金額を受け取れない償還払

いの万法!こ変更されだり、保険給付ガ一時差し止められ

左り、さら|こは差し止められだ保険給付額から未払いの

保険料を差し引かれ左りします。

第2呈被保険者|こついても、医療保険者から医療保険

料が長期lこ滞納していることが通報され足場合Id:、当該

被保険者の介護保険の給付が一時差し止められる場合ガ

あります。

介護保険に関する問い合わせ先 保険年金課介護保険係 富964-2001 内線551 ・ 552
6 



税
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体、

ガ
活
動
す
る

定
め
の
大
切
な
財
源
で
あ
り

、

私
左
ち
が
生

活
の
向
上
と
安
全
を
願
う
限
り
ど
う
し
て
も

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
共
同
社
会
を

維
持
す
る
定
め
の
い
わ
ば
「
会
費
」
で
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

国
税
庁
で
は
、
毎
年
二
月
一
一
白
か
ら

一
七
日
ま
で
の
期
間
を
「
税
を
知
る
週
間
」

と
定
め
て
、

全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。

ム
フ
年
も
「
こ
の
社
会
あ
な
左
の
税、

か
い

き
て
い
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
巴
、

「
喜
ら
し

を
支
え
る
税
」
を
週
間
テ
ー
マ
と
し
て

、

広

<

国
民
の
皆
さ
ん
巴
税
の
意
義
や
役
割
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
考
え
て
い
左
だ
け
る

よ
う
各
種
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

船
山
税
務
署
で
は
、

税
を
知
る
週
間
期
間

中
、

次
の
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
仁
、

税
巴
つ
い
て
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

①
税
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

と
き
二
月
二
日

附

午
前
二
時

j

一
二
時

い
よ
て
っ
そ
ご
う

フ
ジ
グ
ラ
ン
松
山
店

と
こ
ろ

②
税
の
ま
ん
が
展

と
き
二
月
一
九
日

倒
j

一
二

日
目

と
ご
ろ
松
山
市
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
階

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

③
租
税
教
室
の
開
催

と
き
二
月
一
九
日

働

と
こ
ろ
松
山
市
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

第
六
・
七
会
議
室

④
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

と
き
二
月
一
九
日
働
j
一

二

日
目

午
前
一
O
時
j

午
後
四
時

松
山
市
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
階

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル

と
こ
ろ

⑤
国
税
モ
ニ
タ
ー
と
の
座
談
会

⑥
税
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

市
-
n
月
は

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍

撲
滅
運
動
期
間

「
ダ
メ
。
ゼ
ツ
タ
イ
。
」

援
を
い

Z

ん
す

も
グ
J時帰
協
剃
訪
M
'

d
c内
門
I
l
l
i
-
-
-

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い

の
制
度
で
す

国
民
年
金
制
度
は

、

国
民
み
ん
な
が
加

入
し

て
若
い
世
代

、

ガ
、
年
金
世
代
を
支
え
る
仕
組
み

巴
な
っ
て
い
ま
す
。

私
左
ち
の
納
め
る
保
険
料

、

ガ
舎
の
お
年
寄
り

の
生
活
を
支
え

、

私
左
ち
か
年
老
い
だ
と
き
に

は
、

次
の
世
代
の

人
だ
ち
が
納
め
る
保
険
料

C

よ
っ
て
支
え
ら
れ
る

、

国
民
全
体
の
支
え
合
い

の
制
度
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に
と
っ
て
、
大

切
な
保
険
料
で
す

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と

、

将
来
受
け
る
老

齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な

く
な
っ
定
り

、

場
合

巴
よ
っ
て
は
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
芝
り
し
ま
す

。

ま
芝

、

万
一
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害
者

C
な
っ
て
し
ま
つ
だ
と
き
に
支
払
わ
れ
る
障
害

基
礎
年
金
や

、

不
幸
巳
も
亡
く
な
ら
れ
だ
と
き

巴
支
払
わ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
納
め
ず
巴
放
っ
て
お

く

と
納
付
期

限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
だ
場

合
、
納
め
る
こ
と

、

が

で
き
芯
く
な
り
ま
す

。

自
分
自
身
の
老
後
の
基
盤
を
築
く
定
め
巳
も

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
大
切
で
す

。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
定
め
巴

、

便
利

で
確
実
な
保
険
料
の
口
座
掻
替
や

、

お
得
な
前

納
制
度
も
あ
り
ま
す

。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金

課
国
民
年
金
係
巴
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

歩
い
て
み
よ
う
日

重
信
の
山
城
を
訪
ね
て

大
人
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
広
場

と
き
一
一
月
一
四
日
制

午
前
九
時
j

午
後
三
時

(
雨
天
の
場
合
は

一
一
月
二
三
白
川W
)

内
容
志
津
川
の
北
区
そ
び
え
る
町

内
最
大
の
昔
(中
世
)
の
城
跡

、

岩

伽
羅
城
跡
を
訪
ね
る
。

行
程
午
前
九
時

、

町
総
合
公
園
駐

車
場
集
合
。

昔
(中
世
)
の
城
巴
つ

い
て
話
を
聞
い
定
後

、

出
発
。

紅

葉
を
楽
し
み
な
が
ら
岩
伽
羅
山

(標
高
六
八
七
メ
ー
ト
ル

)
へ
。
頂

上
で
昼
食
。

そ
の
後
、
岩
伽
羅
城

の
遺
構
と
歴
史
に
つ
い

て
勉
強

。

午
後
三
時
駐
車
場
到
着

。

講
師
重
信
史
談
会
副
会
長

和
田
章
先
生

参
加
資
格
町
内
在
住
の
小

・

中
・

高
校
生
の
親
予
等

持
参
晶

タ
オ
ル
・
弁
当
・
水
筒
等

申
し
込
み
締
め
切
り
日

二
月

一
二
日
働

1 1 月 6 日 --12日まで年金週間 I明日のあなたを考えて……年金はあなたが主人公ですJ
7 広報しげのぶ 1 1 月号
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I陸

廃
油
で
石
け
ん
作
り

ふ
れ
あ
い
訪
問

見会しま機八と ま lこすと く 立サミ石う勉持んこなそっけい程い
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は古人工幼つ年校 、 学 ヘ ー 験択ま七きつが月
一きか 作稚の新一町 ., 組 二斗』 献立し六りてさ-
0 まら 品園保し年 島誼鱈示豆郡開也弘 、弓名目 、 さ四

是主 5 2 長喜三生 副 司舵j直訴J寝室ι 日目ド
の。の え育を加 :q弘_r'- ー 刊 鱒襖F電 器翠芸子 こ のな町

女町お て園加し . JEE'‘ r ・ji総書三 老ひ二プ女
~\ .. ~ へL・l-!Jご題警護ぷ1Y:tia : い

申万と つ目的 色J\¥ ， 1 .列車直面描，さ13 i liE 接長のの性
し面ご私てを lこ 繍l' .理想・・・陣明 白 E し寿之ご
上の協達い送こ 1'1"1'1 • 溜圃・ :，. .~~ i ヘ芦三f 、 を υ 老ま
げ万力のまつれる け1. • :九 - t 齢私全れ人定

(52hドはい 、 ，I T連警部 二j間 tE22
震 0 42 言 52352 し r L の子 5 量局窓玉音お 2

よき lこ き実り。もて 画類 まロ訪供てむかてらでま 0
りま 、 定しは余な介化期を歴吃ぱ聞をいおっ迎れ、す 0
御しご いて 、 生 く 護対的み史 れは連ま教てえる明。歳
礼だ指 と 、 積を始保策室な上 て特れすえ 、 る万る毎以
を各導 願毎極送ま険と高い 、 い|こて 。 を示高 lこく年上

ドメスティック・パイオレンス (D・V)について
みん忽で学び考えましょう

・女性の社会的地位の改 とき 12月 13日伺)
善、 女性の自立を阻害す 10: 00~12: 00 

る差別の排除など根本的 ところ 町民会館婦人室
な問題|こ関心のある人 連絡先富964-3899

・夫やパートナーから精神 生活文化女性塾
的・肉体的 lこ暴力を受け (西田)

て悩んでいる人

渡
部
鱈
予
)

藤
岡
惰
予
)

」



健
康
改
善
教
室

J 冬
1 ら

ij嘉
章ぜづ
豊 く
手 り

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
と
く

れ
ば
、
「
あ
っ
、
か
ぜ
の
症
状
定
な
。
」

と
誰
も
が
ピ
ン
と
く
る
よ
う

C
、
か
ぜ

は
私
疋
ち
の
日
常
生
活
仁
お
い
て
最
ち

身
近
な
病
気
で
す
。

定
か
が
か
ぜ
、
と

軽
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
あ
な
ど
れ
な

い
病
気
で
す
。

そ
の
他
巴
、
寒
い
季
節
巴
注
意
、
か
必

要
な
病
気
仁
、
脳
卒
中
・
高
血
圧
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
冬
を
元
気
巴
過
ご
す
だ
め
に
、

こ
れ
ら
の
病
気
の
対
策
の
秘
訣
巴
つ
い

て
の
講
話
を
計
画
し
ま
し
だ
。
み
芯
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
一
二
月
一
O
日

働

午
後
一
時
三
O

分
j
三
時

と
こ
ろ
町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

藤
本
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
藤
本
明
彦
先
生

講
師

糖
尿
病
教
室

U
/
8
4
3
U
/
M

は

糖
尿
病
週
間

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

行
っ
て
い
る
糖
尿
病
教
室
を
地
域

の
万
巴
無
料
開
放
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

と
き
二
月
一
O
日

ω

午
後
一
時
三
O
分
j
三
時

と
こ
ろ
愛
大
附
属
病
院

三
階
栄
養
指
導
室

内
容
「
糖
尿
病
と
い
わ
れ

左
ら
」

医
師
・
栄
養
士
の
話

展
示
コ
ー
ナ
ー

糖
尿
病
食
の
実
際

相
談
コ
ー
ナ
ー

医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
婦

栄
養
士
巴
よ
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先

愛
大
医
学
部
栄
養
管
理
室

富
九
六
O
l
五
二
O
七

会今月の保健日程食
川
区
巴
パ
「
わ
が
家
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
中
、

よ
分
叩一
二
月
八
日
の
三
歳
児
健
康
診
査
の
対

象
児
、
ガ
間
違
っ
て
お
り
ま
す
。

正
し
く
は
、
平
成
八
年
五
月
・
六
月
生

ま
れ
の
却
児
で
す
。

(居予保健)
と き 事業名 対 象 受付じかん ところ

日制・ 15醐・19日掛・お醐 母親学級「話そっl 楽しもうl 快適妊鍍フイフ」 妊婦と希望者 13:30~15 ・。 。

10日ω・ 16日~ ツベルクリン反応検査 Hll年3月1日~7月31日生と4歳未満の未検査児 14 : 00~14:30 

12日(j)・ 18日的 ツ反判定及びBCGI童種 ツ反判定I~全員BCGlî種はツ反の結果陸牲の児 14 :00~14 :30 

12 ・ 26日働 育児相談教室ーピ力ピ力くらぶ 幼児と保護者 9 : 30~11 :00 町民会館

11月 16日ω 10力月児乳児相談 Hll年1月生 9:45~ 10 :00 

16日ω 4力月児健康診査 Hll年6月生 13:30~14:30 

17日ω 1歳6力月児健康診査 Hl0~3月・4月生 13:30~14:30 

5 '1 9日働 育児相談教室ーくまさん教室 iBJEと保護者 9 :30~11 :00 問吉井保育所

24日ω 2歳児生活学級-2さいうさぎの生活学級 H9~4月・ 5月生 9:45~10:00 
町民会館

2目的 離乳食学級一ピヨちゃんのはじめてのお食事 Hll年8月 .9月生 13:15~13 : 30 

12月 3 ・ 17日働 育児相談教室ーくまさん教室 i1J児と保護者 9:30~11 :00 南吉井保育所

8日附 3歳児健康診査 H6年5月 '6月生 13:30~14:30 町民会館

(老成人)
①健康相談 ②健康教室

と き 事業名 開催じかん ところ

10日ω 「まどまE健でき康る改l あ善B教Eの室皇⑥生活改善@J 13 ・ 30~15:00

11 日同 食折生活損改善な地区講習会 志津川集会所
11 月 「骨り C ら4まいだめ|こ」

9:30~12:30 

19日働 「あな食だ生の活短改加善減地、区い講い習加会減I?J 町民会館

16目的 健康づくり料理講習会 10:00~12:30 新村集会所

1 日ω 健康づくり料理講習会 10:00~12:30 堀池集会所

12月 10日働 「健冬康の改健善康教づ室く⑦り」 1 3:30~15:00 町民会館

10 ・ 24日働 栄養相談(要予約964-4170) 9:00~11 :00 町民会館

と き 事業名 開催じかん ところ

9日ω いきいき健康椙談(要予約964-4170) 15:00~ 17:00 訪問等

12 ・ 26日働 栄養相談(要予約964-4170) 9 : 00~11:00 町民会館
11月

19日働 健康生活相談 9 : 00~11:00 役場保健婦室

目蹴・24日時25日開 巡回健康相談 詳細は保健録まで 各地区

3 ・ 17日働 健康生活相談 9:00~11:00 役湯保健婦室

12月 78~ いきいき健康相談(要予約964-4170) 15:00~17:00 訪問等

10 ・ 24日倒栄養相談(斐予約964・4170) 9:00~11:00 町民会館

9 広報しげのぷ 11 月§



同
和
問
題
が
な
ぜ

「
重
要
な
柱
」な
の
か

二
い
わ
れ
の
な
い
差
別
で
す
。

差
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
は
全
く
な
い
の
で
す
。

ど
う

考
え
て
も
納
得
の
い
か
な
い
差
別

な
の
で
す
。
不
合
理
こ
の
上
な
い

差
別
は
、

全
て
の
人
ガ
、
人
聞
の

心
の
奥
底
巴
巣

く

っ
て
い
る
因

習
、
偏
見
か
ら
解
放
さ
れ
な
け
れ

ば
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

意
識
の
変

革
、

ガ
問
わ
れ
る
問
題
で
す

。

三
本
人
に
全
く
責
任
の
な
い
差

別
で
す
。

責
任
が
な
い
ば
か
り
か

、

本
人

の
努
力
で
は
如
何
と
も
し

、

か
だ
い

差
別
な
の
で
す

。
人
間
と
し
て
い

か
巴
立
派
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
一

点
で
全
人
格

、

か
否
定
さ
れ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。

社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

四
我
が
園
田
育
の
差
別
で
す
。

外
国
で
は
み
ら
れ
な
い
差
別
で

す
。

外
国
人
が
こ
の
差
別
の
寄
在

を
不
思
議
巴
思
う
の
は
、
日
本
人

の
人
権
意
識
の
低
さ
の
表
れ
で
も

あ
り
ま
し
ょ
う

。

「
世
界
の
中
の

日
本
」
を
実
現
す
る
定
め
に
も

、

地
域
改
善
対
策
協
議
会
の
意
見

具
申
(
-
九
九
六
年
)
か
ら、
人
権

擁
護
推
進
審
議
会
の
答
申
(
一
九

九
九
年
)に
至
る
、

新
し
い
人
権
教

育
の
方
向
を
示
し
て
い
る
中
に
一

貫
し
て
流
れ
て
い
る
こ
と
は、
同
和

問
題
を
「
重
要
な
柱
」
巴
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

本
町
で
も
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
新
し
い
人
権
教
育

の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

4フ
回
は
、
こ
の
、

「
重
要
な
柱
」

と
す
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み

左
い
と
思
い
ま
す

。

な
ぜ
「
重
要
な
柱
」
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
と

し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
次
の
よ

う
な
こ
と
で
す
。

一
最
も
深
刻
な
差
別
で
す
。

差
別
さ
れ
左
人
の
心
の
痛
手
は

こ
れ
巴
ま
さ
る
も
の
は
あ
り
ま
ぜ

ん
。
差
別
さ
れ
だ
こ
と
で
何
人
の

人
が
命
を
断
つ
左
こ
と
か
。

差
別

し
芝
こ
と
で
何

人
の
人
の
命
を
奪

つ
疋
こ
と
か
。
こ
う
い
う
悲
劇
は

こ
の
世
か
ら
根
絶
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

、E

国
際
的
な
潮
流
と
そ
の
取
組
を
踏

ま
え
て
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

五
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成

果
や
手
法
が
他
の
人
権
問
題
の

取
り
組
み
に
生
か
せ
ま
す
。

一
j
四
と
、

ち
ょ
っ
と
視
点
ガ

遣
い
ま
す
が

、

長
年
の
同
和
問
題

へ
の
取
り
組
み
が

、

全
て
の
人
権

問
題
へ
の
取
り
組
み
の
先
導
的
役

割
を
果
疋
し
て
き
左
こ
と
を
高

く

評
価
し
怠
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
芝
そ
の

成
果
と
手
法
は
、
合
後
の
人
権
教

育
の
取
り
組
み
の
指
針
と
な
る
に

遣
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
昧
で

也
、
同
和
問
題
は
「
重
要
な
柱
」
と

考
え
る
べ
き
で
す
。

以
上
、

五
つ
の
理
由
巳
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
定

。

理
由
巳
軽
重

を
つ
け
る
わ
け
巴
は
い
き
ま
せ
ん

が
、

あ
な
だ
自
身
は

、

ど
の
視
点

か
ら
同
和
問
題
を
「
重
要
な
柱
」
と

捉
え
て
い
き
左
い
と
思
い
ま
す

か
。

そ
の
点
で
は
一
人
一
人
の
考

え
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ヱd
供
を
も
っ
と
も
っ
と
知
る
た
め
に

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
連
絡
会
議

誇
れ
る
も
の
あ
り
ま
す
か

j
自
分
自
身
に
誇
れ
る
も
の
を
持
と
う
j

青
少
年
に
自
分
自
身
巴
つ
い
て
の
で
す

。

ゐ
芯
さ
ん
は

、

こ
の
結

誇
れ
る
も

の
は
何
か
を
聞
い
芝
と
果
を
み
て
ど
の
よ
う
巴
思
わ
れ
ま

こ
ろ
、
日
本
で
は

、

第
一
位
が
す
か

。

「
明
る
さ
」
四
七
・

六
%

、

第
二
諸
外
国
と
比

べ
て
、
自
分
巴
語

位
巴
「
や
さ
し
さ
」
四
0
・

一
%
、

れ
る
も
の
が
な
い
若
者
の
割
合
が

第
三
位

、

か
「
ま
じ
め
」
三

0

・
際
立
っ
て
高

く
、
第
一
位
の
「
明

八
%
で
、

「
誇
れ
る
も
の
は
な
い
」

る
さ
」
が
五
割
巴
満
疋
な
い
こ
と

と
応
え
疋
も
の
は
九
・

一
%
で
し
が
ち
ょ
っ
と

気
に
な
り
ま
す

。

左
。
こ
れ
は

、

日
本
人
の
美
徳
を
表

外
国
の
青
少
年
に
つ
い
て
聞
い
し
だ
も
の
か

、

そ
れ
と
も
自
信
の

て
み
る
と

、
ア

メ
リ
カ
は
「
や
さ
な
さ
を
一
部
し
疋
も
の
か

、

そ
れ
ぞ

し

さ
」
七
六

・
O
%
「
明
る
さ
」
れ
の
国
民
性
を
表
し
だ
も
の
か
考

六
六
・

八
%
「
賢
さ
、

頭
の
良
さ
」
慮

す
る
こ
と
も
必
要

で
し
ょ
う

六
四
・
九
%
で
あ
り

、

イ
ギ
リ
ス

、

刀
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
つ

は

「
正
義
感
」
七
八
・
四
%

「
や
て
立
つ
若
者
巳

、

も
っ
と
も
っ
と

さ
し
さ
」
六
八
・
九
%
「
明
る
さ
」

自
分
巴
対
し
て
積
極
的
な
評
価
を

六
六
・
三
%

、

ド
イ
ツ
は
「
や
さ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

ま
芝

、

し
さ
」
六
回
・
七
%
「
正
義
感
」
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ち

、

「
明
る

五
八
・
五
%

「明
る
さ
」
五

0

・
さ
」
な
ど
の
内
面
に
関
す
る
も
の

八
%

、

フ
ラ

ン
ス
は
「
や
さ
し
さ
」
芝
け
で
な

く
、

「
正
義
感
」
や

六
五
・
三
%
「
決
断
力

、

意
思
力
」

「
決
断
力
」、

「
意
思
力
」
な
ど
社

四
八
・
七
%

「
ま
じ
め
」
四
八
・
会
に
対
す
る
行
動
力

、

か
高
く
評
価

五
%
で
あ
り

、

「
語
れ
る
も
の
ほ
さ
れ
る
よ
う

C
な
っ
て
ほ
し
い
と

な
い
」
と
答
え
尼
も
の
は

、

0

・
思
い
ま
す

。

四
%
j
二
・
六
%
で
あ
っ
←
に
そ
う
我
々
大
人
の
在
り
方
も

大
い
に

で
す
。

考
え
て
み
左
い
も
の
で
す

。

こ
の
調
査
は
、
平
成

一
O
年
二
さ
て

、

あ
な
左
は

、

自
分
自
身

月
か
ら
六
月

C
意
識
調
査
し
芝
ち
を
ど
う
評
価
す
る
で
し
ょ
う
か

。
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引
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発
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辺
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ろ
の
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塔
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在
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・
・
・
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標
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濯
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落
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・
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陪
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V
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議
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上
村
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段
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抜
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川
池
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土
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の
飢
鍾
。
引
き
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仙
幸
寺
東
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/

I
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l
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1
1
1
1

手
を
下
り
、
宮
の
段
を
東
巴
進
む
と
拝
そ
ば
の
座
像
地
蔵
尊
も
供
養
塔
と
共
の
人

々
で
す
。

(ご

九
一

ψ悩

験
滋
問
問
凶
了
志
大
橋
の
南
疋
も
と

C
小
さ
な
広
場
が

C
建
立
さ
れ
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も
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で
し
ょ

1
1
1
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1

11
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S
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園
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F
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司
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轟
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鋼
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と

畿

圏
開
園
唱

y

対
逸
話

一
一
昨
年
酉
十
月
吉
日
士
山
茂
林
村
川
上
江
壱
心
根
が
偲
ば
れ
ま
す
。

一 町

h
1
1
1
l
l
白
壁
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起
潜
哨
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一
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J
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誠
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里
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刻
字
石
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一
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一
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ロ

。
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昭
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十
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十
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十

一
会
?
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字

詰
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髄
賢
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私

一一
間
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で
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日
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行
程
で
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か
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年
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だ
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醐
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・
曹
お
メ

事
場
所
は

、

時
と
と
も
に
動
か
さ
れ
て
村
大
水
害
復
旧
工
事
仁
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疋
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麟
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判
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話
圃
圃
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明
i

当
4
一一
事
わ
れ
な
く
ち
あ
り
ま
せ
ん
が

。

者
四
名
が
、
土
砂
崩
れ
の
犠
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斗

堅
固

b
-
設
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明
智

一
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比
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圃
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な
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供
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H
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H
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安
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村
か
ら
こ
の
広
場
の
あ
一

i
l
-
-
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お
主
面
目
園

園

の
「
ー
l
l

白
崎

比

一
餓
死
菖
霊
供
養
塔
二
月
口
日

」
の刻
字
る
仙
幸
寺
辺
り
ま
で
の
豆

高
齢
議

翻
圏
盟

定
道
標
が
読
み
取
れ
ま
す

。

巴
点
見
す
る
常
夜
灯
は
、

な

言
繍
務
調
関
瞬
瞬
隈
臨
園
田
圃
薗

旨
旧
拝
士
山
村
の
重
信
川
沿
い
の
道
は
、
安
永
十
年
は

、

改
元
で
天
明
元
年
と
か
な
か
の
揃
い
も
の

。

一
i
l

ぺj
a
-
-園
田
園
圃
園
田
園

J
M
松
山
j

桜
三
里
・
森
松
j

横
沼
原
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は
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一
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一
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山
之
内芳

郎
雅
志

j度水
部沼樋

相
原
伸
吾

合
城
貴
志

戒
能
し
づ
か

佐
伯
明
日
香

高
須
賀
由
佳

橘
雄
介

玉
田
尚
美

恒
岡
剛

恒
岡
奈
緒
美

西
村
謙
­

日
野
広
子

藤
田
陽
平

松
田
明
香

水
田
ひ
と
み

村
上
干
奈
美

森
万
純

渡
部
る
み

口めでとう
横
河
原

浅
山
美
穂

安
部
敏
博

伊
藤
裕
一

永
徳
干
穂

小
掠
美
穂

笠
松
上
総

片
山
史
絵

門
田
良
介

鎌
田
鮎
子

菅
沙
織

菅
野
美
由
紀

小
西
淳
士
山

鷹
尾
千
里

高
須
賀
聖

田
中
麻
由

田
村
真
由
美

長
曽
我
部
浩
二

出
崎
陽
子

西
村
美
代

松
末
幸
一
郎

村
上
悪
子

山
本
安
則

横
田
浩
二

幸
之
口
口

羽
必
立
D

干
絵

友
近
篤

林
幸
生

坂
東
奈
緒

久
野
章
子

別
宮
浩
文

福
島
良
実

升
野
慎
介

松
田
淳

松
田
智
津

三
村
員
史

宮
内
智
子

宮
田
誠

村
上
晋
士

森
春
枝

八
木
清
叡

八
木
理
恵

吉
岡
美
鈴

吉
本
崇

和
気
未
央
手

渡
部
智
史

渡
部
義
行

西

岡

志
津
川

青
井
裕
美

青
野
譲
治

赤
松
洋
介

泉
沙
織

伊
藤
真
由
香

井
上
浩
徳

岩
川
純
手

大
西
倫
紀

越
智
ま
ど
か

川
口
裕
司

栗
山
宏
子

鍬
田
彩

小
西
幾
子

佐
伯
陽
介

阪
中
幸
絵

高
須
賀
久
美

高
塚
広
行

高
橋
公
治

都
築
主
太

寺
津
昌

土
居
貞
介

戸
田
直
樹

大
石

大
内

絵
美恵

平
成
一
二
年
成
人
式
は
、
一
月
一

O
日
、
町
民
会
館
に
お
い
て
行
い
ま

す
。
該
当
者
は
下
記
の
方
々
で
す
。

(
名
簿
は
昭
和
五
四
年
度
に
生
ま
れ

た
方
で
、
一

O
月
一
日
現
在
住
所

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す

。
)

一
二
月
に
案
内
状
を
お
送
り
い

該当者名簿

大
西
達
也

大
平
晃
児

笠
松
正
和

菊
池
士
山

圏
上
俊
一

一
一
富
美
鈴

羽
田
裕
美

福
田
英
吉

藤
原
千
恵

校
野
愛

森
久
美
ヱ
J

森
川
友
予

和
田
知
幸

見
奈
良

阿
部
幸
恵

池
川
昭
子

池
川
幸

池
川
博
昭

大
西
洋
一
郎

大
野
友
住
夏

奥
山
主

菅
野
幸
大

菊
地
弘
一

北
村
康
之

吉
良
祐
美
子

園
津
悦
史

久
保
仁
美

黒
河
真
紀

佐
伯
充
士
山

田
頭
菜
穂

高
橋
宰

田
中
亜
衣

中
井
宏
美

長
友
沙
悠
合

那
須
里
美

久
川
奈
津
美

松
友
拓
美

宮
川
明
美

森
田
由
香
利

安
波
千
恵

山
内
由
記

山
岡
美
和

山
口
桂
予

山
下
奈
美

柳
田
葉
手

渡
部
知
奈
美

窪

飯
田
隆
詞

稲
垣
美
穂

上
岡
幸
子

上
本
武
史

潮
主
介

宇
都
宮
智
子

大
瀧
泰
三

大
塚
有
起

大
西
由
美
予

荻
山
理
絵

越
智
保
文

小
野
め
ぐ
み

小
山
晋

片
山
E
由
美

菅
野
絵
梨
予

岸
本
望
美

坂
本
ゆ
み
予

白
石
泰
淳

高
岡
瑞
妃

高
須
賀
属
予

武
智
な
お
み

田

English -English -English -English -English -English 

(1:j 

L出t April 1 was planning to spend the summer travelling around Japan. 1 /溢覇..... ~ お

wanted to go to Nara, Kyoto and Hokkaido. But then the phone rang and /~ ・E暗唱‘ \ 宏

my ELDEST BROTHER, Jam民 told me he was getting mar巾d to his _., "1f' =r 
girlfriend, Leta. So this summer 1 didn't see the Golden Temple in Kyoto，・・・~ "'1Íす ， 一一 何

・・・・Eta-』 「z- r 司.‘し コ
1 saw my brother's wedding instead. ・・Eアv t E' 包

・・・・・・・・・・E ι- .. ・・
An ENGLISH WEDDING normally starts with family and friends going to ~午 ご/J F 5
CHURCH. The priest then marries the BRIDE (wife) and the GROOM 可.. d '_/' 

司・ヨ・・・・圃・・~ (l:j (husband) and everybody sings some Hymns (church songs) and prays. It was -...司 コ

a wonderful marr叩， with 凶a looking beautiful in a simple WHITE DRESS and 山 James を
looking handsome in his MORNING SUIT (wedding suit). 

After going to chu川 everybody goes to THE WEDDING PARTY. This is my favorite part. The 占
wedding pa町 was at my mother (Rosemary) and father's {Roge州 house. The weather was 長
beautiful , so everybody went out into the garden and ate lunch and drank champagne. It was a ~ 
great party and everybody had a wonderful time. I 

At the end of the party my brother , my uncle and 1 made a speech. 1 had drunk a lot of ~ 
champagne so my speech was not very good , but everybody laughed. を

-4 S!I~U3 -q sn~u3 一司sn~U3-4S!I~u 3. -4Sn~u~1 - 4S!1~U3 一 可S![~U3-4S!I~U3 -4sH~u3 -qS![~Uヨ -5

⑧ 
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蔵
土
田
か
ほ
り

土
居
伸
年

東
傑
さ
お
り

中
川
涼
香

長
見
由
紀

成
瀬
敦
子

東
一
真

東
守
保

平
岡
和

平
岡
源
太

平
岡
真
人

藤
川

香
織

麓
隆
普

古
用
陽
平

宮
脇
麻
梨

三
揺
さ
や
か

守
屋
知
美

矢
野
宏
和

山
内
恵
輔

山
田

剛

山
之
内
誠

渡
部
恵
美

渡
部
仁
美

渡
部
由
美

渡
部
由
美
子

平成 12年
成人式

ぜ
ひ
ご
出
席
く

た
し
ま
す
の
で
、

だ
さ
い
。

下
記
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
方

で
、
重
信
町
の
成
人
式
に
出
席
希
望

の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

重
信
町
教
育
委
員
会
教
育
課

富
九
六
四
|
一
五

O
O
側

牛

測

石
川
剛

石
田
類

一
色
真
衣

井
門
正
弘

伊
東
茜

合
井
昌
彦

江
崎
博
文

尾
海
舞
糸

大
川

幸
子

大
北
真
美

大
北
ゆ
か
り

大
野
裕
之

小
野
寧
予

岡
本
雄
樹

荻
野
美
由
紀

小
田
勇

金
子
ま
み

菊
池
真
史

葛
原
敬
吾

葛
原
干
恵
子

串
田

容
子

近
藤

直
樹

近
藤
政
尚

酒
井
敏
男

酒
井
博
文

佐
々
木
雄

一

杉
田

宏
之

関
谷

幸
恵

仙
波
和
哉

曽
我
部
剛

田
中

留
奈

露
口
麻
里

露
口
瑠
理

土
居
宏
美

永
松
幸
恵

西
村
枝
里
子

西
森
美
知
子

野
中
拓
也

平
岡
伊
万
里

深
津
徹

藤
田
麻
己

正
木
俊
行

光
藤

昌
代

宮
岡
恵
予

八
木
克
憲

山
岡
亜
衣
子

山
下

剛

横
山
恵
三
郎

南
野
田

浦
崎
晴
美

武
智

一
人

宮
崎
里
志

明
賀
さ
や
か

森
貞
勇
司

北
野
田

大
野

坂
本

高
見

立
花

中
森

八
塚

光隼 政佳智
祐人 彩 幸手彦

野
田
一
丁
目

ム
フ
井
君
則

宇
佐
美
知
香

氏
家
拓

門
屋
郁
予

別
府
宏
顕

山
之
内
彩
子

山
本
薫

山
本
拓
郎

野
田
二
丁
目

安明角越池
井賀倉智本

知香文美恵
子里和紀予

野
田
三
丁
目

葛
原
ひ
と
み

山
本
宏
秋

上
林

相
原
真
奈
美

片
岡
み
ゆ
き

菅
野
淳
弥

篠
原

干
春

森
千
里

山
内
浩
一

渡
部
育

下
林

相
原
瞳

青
野
展
之

伊
東
理
恵

会
井

茂
生

植
杉
真
由
子

生
鷹
健

一

越
智
麻
美

越
智

杏
奈

越
智
江
梨
香

小
山

佳
織

菅
崎
伊
義

窪
田

祐
7
7

高
橋
聡
子

渡 山山 森森森松野野野野永高
部 口 内 本中中中中井橋
い

文づ洋正 拓 佳 裕雅悟幸麻
範み樹存也織哲美志郎一衣悟

上
村

青
井
晴
菜

石
丸
剛

士

上
田
恭
予

高
市
寛
予

高
須
賀
亮

武
智
真
善

武
智
誠
志

津
川
英
聖

中
村
美
香

吉
田
香
織

Hngi凶-English -English -English -English 

.c 
ヨ 鐙露盤，-RP繋欝総額職議議議議掴盟副 舎年の4月頃、 私 Id:夏休みを利用して奈良 ・京都 ・北海
皆 麗撞櫨畿鑑識騒騒盤機醤欝趨鑑盟盤調瞳道と日本を旅してまわろうと、 計画を立てていまし色。
? 瞳醤韓革審盤整議叡J!悶翻閥圏そう考えてい疋矢先巴、 電話ガ鳴りまし定。 それは番
』 型躍軍曹薗薗圃.-智内歯極'弘吉姐魁轟糧管祉事繋 上の兄ジ工ームスからで、彼女リータとの結婚が決まっ
句 湾民基通詞語圏圃圃圃. ìl・竪・. . ・眠!!gI岨且... 宝&ií ' _.隠司園周回目;.I"'JI''''

五 霞額調・・i ・l 藩~画薗畠盤面藍聾議定という連絡でし足。そう、この夏私は金閣寺の代わり
c 曜極評曙司駈週 : 酒lf: ， í 冒E居宮司監7司・・際司雌置 lこ兄の結婚式を見ること巴なっ芝のです。
凶 覆君臨恒国国 語圃 Jτふ ・・匝脳細園陸 ・・・・~... 
| 密碍'EE1 'W溜竃a・・B圃 イギリスの結婚式は、 通常家族と友人だちが教会へ行
官 Ri浩司 昌弘、奥畑嘘薗圃・圃圃E って始まります。 結婚|こ際し、 妻と夫そしてみんなで讃
F ゴ タ淫透tt •・・・E丞理ca'''~μ、 -'>. :;:-. :vP' 担当・圃・・・・・・・四・圃・F堅温蝿

:誌 掴& JE君臨E布 、t~:~ 乙墨圃園周置溢 美軟を叡い、祈りを捧げます。 素晴らしい結婚式で、 リ
ロ 戸聴適正司~-町 山 ""通園圃圃圃圃ータのシンプルな白いドレスはとても美しく見え、 モ
与~ 1 ， '可司岨・週邑 4 ・.:=--・・園・・
b " ;~三:一一ームーー・~掴田園田園圃圃・圃園二ングスーツを善左ジ工ームスは、 とてちハンサム|こ見

苦 兄の結婚式に出席 えまし足。
百 その後、 みんなでウエデイングパーテイを聞きまし定。 これは私の得意とするところです。 私の両親の家で聞かれ、

品 大変良い天気古つ疋ので、 みんな外へ出てシャンパンで乾杯し 、 食事をしまし定。盛大なパーティで素晴らしい時ガ
L 過ごぜまし左。
豆 パーティの最後|之 、 兄とおじさんそして私がスピーチをしまし定。 私は、 シャンパンを飲みすぎてうまく しゃべれ

自 ませんでし12.1.了、 みんな大笑いでし定。
~ -lJsn~U3: -4sn~u 3. -lfS!I~u3: -lfSH~u3 - l(s !l~u3: -4s !l~ ua -4Sn~1l3 -4S!l~lla -4Sn~U3:←l(S !I~U3 

<
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@ざという時の刷自火器を!
役場総務課

富964-2001側内線215
近年、出火原因として目立つてい

る天ぷら油lこよる火災の消火|こ有効

な消火器を家庭|こ最低1 本 Id:備えて
おきましょう。

重信町消防団では、消火器の新規

購入及び詰替の斡旋を行います。

申し込み・問い合わせは、お近<

の消防団員又は、役場総務課へ。

消防団消火器斡旋価格表
(単位.円)

区分|型式|斡旋価格 11区分|型式石両瓦

新
規
購
入

3 ,700 11 1 3 12 ,100 

8 ,500 11 え

20 I 5 ,500 

@わやか長寿講演会
松山中央保健所

富941-1111側内線262
とき 11月26日樹

午後1 時30分~3時30分

(開場12時30分)

ところ愛媛県女性総合センター

(松山市山越町450)

内容トーク&わらべ軟

講師岩井正浩先生

(神戸大学発達制学部

音楽表現論講座教授)

参加費無料

定員 200名

駐車場はありませんので、公共交

通機関をご利用下さい。

e信公共下水道の決定
役場都市整備課

富964-2001側内線411
重信公共下水道の都市計画を平成

什年10月 20日付で決定し左のでお

知らせします。

なお、都市計画の図書|手、役場都

市整備課lこおいて縦覧すること刀、で

きます。

。衛隊生徒募集
自衛隊松山募集案内所

富947-3040

受付期間平成11年11 月4日~
12年1 月4日

応募資格 中学校卒業者(見込)

17歳未満の男手

1 次試験 12年1 月5日(学科試験)

待遇等

修学年限4年…卒業時3等陸・海・

空曹!こ昇任

(高等学校卒業資格を取得)

給料初任給 155 ，600円

教育終3時 193 ， 700円

衣・食・住無料支給

@ランティア募集
愛媛大学医学部

窟960-5125(9:00-16:00) 
愛媛大学医学部附属病院内でボラ

ンテイ?活動lこ参加してみませんか。

活動内容 患者さんの受付の手伝

い、病院の案内、移動の介目、食事

や入浴介闘の補助、話し相手など

活動場所 愛媛大学医学部附属病院

活動日時月曜日~金曜日(祝祭日

を除<)午前9時~午後3時のうち

希望の日時

資格特|こ必要ありませんがポラ

ンティア活動が行える健康な方。

重信まごころ銀行|こ次の万から

金一封を寄付下さいまし左。温か

い善意ありがとうございます。

(敬称略)

〈一般寄付〉

別府頼房(野田)

〈香典返し〉

和田久弘(樋口)亡父・安則

池川 千獄(見奈良)亡夫・晴資

nformation� 
@がき歌募集

松山市
富931-5566

正岡子規のふるさと「文学のまち
松山」から、短詩型文学の振興と手
紙文化の普及をめざして、「はガ、き
叡」を募集します。

募集締め切り 11 月30日ω

形式短軟(五七五七七)形式の便り
内容 誰かに想いを伝えるもの
応募方法 はがき lこ、作品とその宛
先(父、母、友、恋人等)を書き、
住所、氏名、年令、性別、電話番

号を記して送付して下さい。
応募先干790-8601

松山中央郵便局私書箱234号

「はがき歌」全国コンテスト係

。査活動にと協力下さい
松山南警察署
冨958-0110

あなたの情報が決め手です!!
Iオウム関連被騒音j

平田 信 高橋克也

菊地直子

@通事故の発生状況
松山南交通安全協会
富958-6558

県民総合文化祭・連句大会 LB2 話21 日旧日JL2ヰ oA媛県孟2JEE850)
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芽い ・ ・ ・ ・命ちりよ作ま ~ 
が、新まこ左う喜のでで新(左行使スい(みるルタ霊の、うしざ南 苛ヨ
どこしすのいかぱみすうし五い事つイろ五でのをッ董期よ|こてま吉 ま
んんい 。機で んれん。れい年でらアツい年究が操チ書待りな 、 な井 e 

i:iiU322h 議 5145 22??52;記事 2
らしを わ男 I ¥ -......' 色て像 。ベ を服 土
台て(更 しヱ I _ ... :S)'皿 F 示いとま ち送 公
戸 つい φ | 冒 rr .f尽tr:_ ，.・ 2 ま音左左つ設 の
ま E て 霊 I ~・』 語さ畳~ - 司 e 吃声 、 のデ備 7て

山 l ・・E・ 島記笛竺iJ?雪国 ，、 二 r が教しジガ U 究とあ 5 1 WFR1輔温岡H::1;ilf1 ~ --.i 楽室 戸 タ新 〉ゴ
ん で I \, , ¥ Jヨ箇薗量量週間軍民九~ しの '-jレし 、

予な き i 、v/~'f'í，，:可明白圃.. TT 1 ,1 町 i めテ校映 <- m
供こ る 闘 ゾ ーず 剖唖哩L!'1 ・~ 11 -~r 7

Li るレ内像な商 伐
だと よ ~'Ii/ 'A n!(司.~~~~];;1"'-~ 左ビ放ミり誉 市
ちも~う HU ﾎl IW ..-:~ζ~ -1r~~ =.....," 1 めも送キま皇 内
のし起が 凶 I '/ Vi1. 岨....働・・\\1 I 、 新がサし ?;T 前
創て丈ん 回 'A~・1醐圃.\\1 ' 予しで|芝公 IJX

告主計 画 d二A』-Lλ廓開園L 去る Z 主 JZ 送

満
間
歳おめ

で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

九
月
二
九
日
、
町
内
の
高
齢
者
を
和

田
町
長
が
訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し

ま
し
だ
。

そ
の
う
ち
の
一
人

、

田
村
八
左
衛
門

さ
ん
(
田
窪
)
は
、
九
月
二
三
日
満
一
O

O
歳
を
迎
え
ら
れ
疋
ば
か
り
で
す
。

背
筋
を
伸
ば
し

、

町
長
と
巴
こ
や
か

巴
近
況
を
話
さ
れ
る
姿
は
と
て
も
一

O

O
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
。

魚
・
肉
が
大
沼
物
で
、
毎
日
必
ず
新

聞
を
読
む
そ
う
で
す
。

持
奇
心
を
い
つ
ま
で
も
持
つ
こ
と
巴

長
生
き
の
秘
訣
万
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

介
護
保
険
申
請
受
け
付
け
開
始

10月 1 日から、 重信町でも要介護認定の

申請受け付けが、始まりましだ。

混乱ちなく、 申請!こ来られ左万は、所定

の手続きを済ませていまし定。

i# 
樋口・三島神社御輿(右)と競りあい

10月 10 日、汗ばむほどの陽気の中、町

内各地で秋まつりが盛大|こ行われまし定。

北吉井地区では、 北吉井小学校グラウン

ドで恒例のかき比べがあり 、 横河原地区の

御輿(写真左)ガ修復され、披露されましだ。
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由民
h
r

川
河内

ω
ω
ω
怜
刊川-
4
IJD 
..... あみ

菅原 直美ちゃん (H9.11.12生)

「いつまで宅元気12ニコニコ、
やさしい子l之育ってね。J

(父・尚志 母・ひろみ)上林

田
鴻
布

元気な重信っ子を募集しま すl
掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10 日ま でに 、 写真に保殺者

のコ メ ントを添えて役場総務課までお送り下さい。

戸籍の窓
お誕生おめでとう
住所 出生児 保護者 生年月日

田窪 平岡曹、彩 芳樹 8 ・ 3 1

野田2丁目 大西ii箱 強 9 ・ 2

田窪 佐尾羽咲 {彦 9 ・ 6

牛測 =瀬惇平 裕之 9 ・ 8
り 〈

横河原 小野理久 勇 9 ・ 11
n い ワ

志津川 面福I令香 雅人 9 ・ 17

野田2丁目 色優作 洋 9 . 19 

野田2丁目 ー色香乃 洋 9 ・ 1 9

樋口 永井李野 拓也 9 ・ 19

田窪 酒井鼠半 徹 9 ・ 20

西岡 野口結香 元章 9 .21 

田窪 山本紫苑 倍矢 9 ・ 2 1

山之内 奥村涼 成末郎 9 ・ 22

(10月 10固までの届出分)

お誕生おめでとう
住所 出生児 保護者 生年月日

志津川 二宮久香 裕幸 9 ・ 23

牛 測 佐竹真帆 ごノとEtコ 9 ・ 26

田 窪 近田醤抱 和也 9 ・ 26

野田1丁目 藤谷員手 太郎 9 ・ 27

樋 口 井上貫之 公晴 10 ・ 1

野田2丁目 津田 健 主7.J主て= 10 ・ 2

お悔やみ申し上げます
住所 氏名 年令 死亡日

下林 宮崎朝晴 89 9 ・ 11

下林 野中ト キ予 80 9 ・ 17

下 林 窪田彰宗 86 9 ・ 1 8

志津川 玉井要 60 9 ・ 26

田 窪 重松力ヨル 88 1 0 ・ 4

ところ

やさないごみ(空き缶・金属類、 ぴん・ガラス類) (全地区)

やさないごみ(ペットボトル、 その他) (横河原区)

大ごみ (横河原区)

番医宮内病院 松山市北梅本町富975-009

、ごみ (空き缶・金属類、 ぴん・ガラス類) (全地区)

ないこ'み (ペットボトル、 その他) (横河原区)

(横河原区)
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